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Shakespeare's Place-Names Commentary 
Henry VIII (Part I) 
Yutaka Takeuchi 
Abstract 
This commentary is designed to treat the names of places in Shakespeare's 
plays. Although the names of places are formally noted in many editions， they 
are summarily dismissed-usually in a line. The names of places stand in the 
background of the natural environment， and they are closely related with his-
tory of man 
This commentary is attempted in the belief that knowledge of names of 
places is an important step in understanding human works in many 五巴lds-
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Londinion (ca. 150年)と誌し， Il'アングロ・サクソン年代記jJ3)は Lunden-
burg (457年)， ピード4)は Lundonia(ca. 730年)と記している。 その後













3 Kimmalton Dramatis Personae付 52.18N 0.24 W 
Fは Kymmalton，F3は Kimbolton，現今の Kimbolton。イングランド中
東部の Huntingdonshire(Huntsと略称する)にある。 ここの起源は古く，







な人物であるから， ここに簡単に説明することとする。 妃は Catherineof 
Aragonともいわれる。 1469年アラゴン王国のフュノレナンド五世 Ferdinand
V (1452. 3. 1O ~1516. l. 23) はカステリヤ Castileのエンリケ四世 Enrique
IVの妹イサベル Isabella(後のイサベノレ一世o 1451.4.22~1504.11.26) と結婚，こ
れによりスペインは 1479年に統一国家となったが，この二人の間に 1485年
12月15日生まれた末子がキャサリンである。 2歳の時，イギリスのへンリ一
七世の王子アーサー Arthur，Prince of Wales6)の主妃と決められ， 1501年
10月2日プリマス7)に着き， 11月14日セント・ポール寺院 St.Paul's Cathe-
(90) 





1月から 1518年の 11月までの聞に， 2人の男児と 4人の女児を産んだが，














またメアリとも別れて， Hertford j十|の Moorという町に，更に 1533年まで
Bedford州の Ampthill(ロンドンの北西約42km)の Castleに住み， 1533年王
とアン・ボレーンの結婚が断行されて，彼女は決定的に宮廷を追われて Kim-
bolton に移り， 1536年 1月7日失意のうちに死亡した。遺骸は Northamp-
ton州の Peterboroughにある Cathedralに埋葬された (15項参看)。
4 Norfolk 第1幕ト書





殊に GreatYarmouthはニシン漁の中心港であり， また Dickensの作品




5 Buckingham 第 1幕ト書
地名の由来は 'TheHamm of Bucca's people'で， Buccingahamm (918 
年)， Buccingaham (1000年)などを経て，今日の Buckinghamとなった。
Bucksと略称されるイングランド中部南西に位置し，農業，牧畜が主産業。
首都はエイルズペリー Aylesburyである。この州は(イギリス)文学と由緒
深いところで， 特に ThomasGrayはイ一トン10)から南へ約 8kmのストウ




“Dorothy Gray， the careful， tender mother of many children， of 
whom one alone had had the misfortune to survive her" 
Thomas Grayは生まれた 12人の子供のうちで育ったたった一人の子供で、
あった。
6 Aberga venny 第 1幕ト書 51.50 N 3.00 W 
Fでは Aburgany，Roweの第 1版では Avergavennyとなっている。ウェ
イノレズのモンマス Monmouth州にあり， ウェイルズ語で Abergefenni。ロ
ーマのブリタニア支配時代は Gobanniumの名であった。これはケノレト語の
Gobannionに由来 L， 個人名であったらしい。 今日の Abergavennyの
Aberー はウェイノレズ語で‘confluence，mouth of a river' の意で， それが
(92) 
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Ask ;1と GavennyJIの合流点であることによる。ブリストル海峡 Bristol
Channel に注ぐセグァンJII(注8)参看)の河口に注ぐ長さ 113kmのアスクJI
に面する町で，鉱業生産の町である。
7 Andren I. i. 7 
Andernとも競る。劇中に 'Metin the vale of Andren. / 'Twixt Guynes 
and Arde;' (1. i. 7 ~8) とあるように， フランスのカレー Calaisの町の近
くの Guin田と Ardres(8及び9項参看)の間にある平原で，ここでへンリー
八世は 1520年 6月7白から 20日までの聞に， フランス王フランソァ一世
Francois 1 (1494. 9. 12~1547 3.31)に招かれて会見した。当時神聖ローマ皇















8 Guynes I. i. 8 50.51 N 1.52 E 
.ι 




9 Arde 1. i. 8 50.51 N 1.59 E 
現今は Ardresと綴る。 カレーの南東約 15kmの地。 シェイクスピアは
Raphael HolinshedとEdwardHalle vこ従って Ardeとしている。
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吏に 1叩O世紀には lriおsh





























ン・クルーソー」の物語を「私は 1632年ヨークで生まれた」“1was born in 
the year 1632， in the city of York， of a good family， though not of 
that country.門で書き始めている。
11 Bordeaux 1. i. 96 44.50 N 0.34 W 
Fでは Burdeauxとなっている。 フランス南西部の港市。 ピスケ湾 Bay
of Biscaxからジロンド川 Girondeを98km遡り，ガロンヌ川 Garonneに
結ぶ地点に位置する。パリからは480kmである。世界の酒庫，フランスの








12 Ipswich I. i. 138 52.04 N 1.10 E 
SuffoU王州の都市。ウルジィの生地。ロンドンから北東に約 l11km。この
町の古名は Gipeswic(993年)で， これが Ipeswich→Ipswichとなったが，
由来は Gかεなる個人名から ζthevillage of Gipe'となったという説と， ま
たこの町が Or丸;vel川の河口にあって， その形が gip=toyawnであるとこ
ろから， という二説がある。 また実在も記録もないが Ypusという王がし、
て，町を Ypeswichと名づ、けたとも伝えられる。









13 Hereford 1. i. 200 
へレフォードと読む。 Fでは Hertford，Richαrd IIには Herfordとして
出る。 Hertfordは別のチ1'， 別の町の名で， それを Herefordとmisreading
したらしい。 ウェイノレズに接する直径約 48kmの円形をなし， 赤い体に白
い顔の牧牛と果樹園(特にリンゴ)で知られる州。都会の少ない川で首都が
Hereford (52.04 N 2.43 W)で，元来 armyfordの意。鉄道でロンドンから
230 kmo 町の起源は古く， 7世紀の WestSaxonsによる。 この町に 1220
年，美しい初英式の LadyChapelが建立されたが，この聖堂の起源は794年
にマーシア(注 12)参看)の王オッファ 32)によって殺害されたイースト・アング





14 Stafford I. i. 200 
Staffordshire，これは Staffsと略称される。 Sta妊ord，Stadford， Statford 
と変遷があるo 'ford by a landing place'の意。 イングランド中西部の州
で，いわゆる BlackCountryの大部分を占める地帯である。首都は Stafford
(52.48 N 2.07 W)である。この地は今日も日本語訳の定訳のない TheCom-
plwt Angler (釣魚大全)の著者 IzackWalton (1593~1683) の生地である。




ンド中南部の州で， Northantsと略称される。 North + hamtun (= home 
farm， the village proper)の意。ここはイギリス屈指の靴製造業の盛んな地



















16 Saint Lawrence Poultney地区の Ro鴎 1. i. 152 
ロンドンの CanwikeStreet wardにSaintLaurence Poultnieとし、う教区
があって，その中に Roseというところがある。 1561年に Marchant四Taylors
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17 Greenwich I. i. 188 51.28 N 0.00 
名の変遷は Gronewic→Grenewic→Grenawicなどで， Green+ωic (=vil-
lage， hamlet， town， dwelling-place)の意。ロンドンの東南にある自治区で，
テムズ河の下流ロンドン橋から約9kmの河畔にある。 港を見下す丘にある
グリニッチ公園には 1675年チャールズ二世 (1630.5. 29~ 1685.2.60 r. 1660~ 
850 クロムウェル Cromwell革命後の王となった)の命によって，クリスタ
ファ・レ γ35)の手になる八角形の王立天文台 RoyalGreenwich Observatory 
がある。北緯50028'38ぺ本部子午線が通過する経度000'00"の地点である。
この天文台そのものは第二次大戦後ロンドンの南東約72kmのEastSussex 
にあるハアーストマンスー Herstmonceux(または Hurstmonceux)Castle 





18 Sal'sbury I. i. 196 51.05 N 1.48 W 













(または Poore，Poure， Le Pooro 1237年死亡)が 1220年丘を降りて現在の
地点に町が移った。ためにこの地が NewSarumとも称される。彼はこの低
地に大聖堂建設の事業に着手した。 これは今日イギ、リスにある 27の大聖堂





この町と英文学との因縁は深く，シェイクスピア， Fielding， Hardy， Dick-
ens， Hudson， Morris， Goldsmith， Trollope， Pepys， Sassoonが扱っている。
シェイクスピア劇 Richard111のリチヤード三世が第二代バッキンガム公
(Henry V111に登場するバッキンガム公の父 HenryStaffordのこと。 ca.
1454~1483) を暗殺したのはこの町の Blue Bourという旅館であったといわ
れる。
19 Louvre 1. ii. 23 
パリのルーヴル官。セーヌ河の右岸に建つ。起源は 1200年にフランス王
フィリップ・オーギュスト 36)が当時のパリをかこむ城壁の外郭につくった城









「へンリー八世」地誌考 (前篇) 101 
の名はそれに因んでいる。 ワルジィ失脚の 1529年にへンリ一八世の手中と
なり， その名も Whitehallと改められた。 1698年この宮殿が焼失するまで
はイギ、リス宮廷の官殴であった。へンリ一八世は 1533年この宮股でアン・ボ
レーンと結婚し，また， 1547年 1月28日王はここで死去している。 チャー





21 Rochford I. iv. 92 51.36 N 0.43 E 
Essex j十|の南部。 テムズ河の北を河と平行に走る国道 127号線を東に進
み， ロンドンより約60kmo テムズ河が外洋と接する辺りにある有名な海浜
行楽地，通称 Southend-on-seaの北約6.5kmの地にある。地名の由来は OE
racces-ford (=the ford of the huntingdog)である。 ここにアン・ボレーン
の父の建てたテューダ一朝式の館がある。
22 Surrey II. i. 43 
OE sUlうer-ge(=southerndistrict)のようにロンドン南部に接する州。首都
は Kingston胆on-Thamesである。テムズ河及びその支流のヴアンドノレ Wan-
dle，ブラックウォーター Blackwater，モー ノレ Moleフウェイ Weyの諸川は
よく農業をおこし， 果実， 馬鈴薯， ホップの栽培が盛んである。 この州の
中央南部にある市ドーキング Dorkingの北東にある BoxHillは George
Meredithが 1867年来永住の地としたところであり，またこの BoxHillの
麓の BurfordBridg巴Hotelは JohnKeatsが 'Athing of beauty is a joy 
for ev巴f に始まる不朽の名作 Endymionを書き上げたところである。 1817






















26 Caernarvonshire 1I. ii. 47 
ウェイルズで、の最高峰 Mt.Snowdon (約 1，000m)を有する 14峰の丘陵を
かかえる山岳の地。スレートの産で有名。有史以前の遺跡に恵まれている。
この地で最も有名なものは CaernarvonCastleと ConwayCastleである。
前者は 1283年エドワード一世 (HenryIIの子。 1239.6.17.-1307.7.70 Edward 
Longshanks と通称される。 í~マクベス』地誌考」参看)の起工になり，王の北ウェ
(102) 
「へンリー八世」地誌考 (前篇) 103 
イノレズ征服のために築かれた6つの城塞一一Flint(1277)， Rhuddlan (1227)， 
Conway (1283)， Harlech (1283)， Beaumaris (1295)とこの Caernarvon一一ー
のうち最も重要なものであった。 そうして 1327~1330 年間に完成した。皇
太子エドワード(注29)参看)はこの域内で 1284年 4月25日に生まれた。王
はこの王子を新属の国民， すなわちウェイルズの人民にこの城の Queen's
Gateで‘aPrinc巴 ofWales who could speak no English'と紹介したと
いわれる(注6)参看)。しかしこの話は 1584年以後につくられた作り話とされ
ている。一方後者の Conway城も 1283年に起工された古城で， Caernarvon 










が， その外|の中に Pembrokeという町がある。 ここはヘンリ一七世が 1457
年 1月28日生まれた古城があったが， 1648年クロムウェ Jレによって取り壊
さわし7こ。
Holinshed (p. 928)によると 1532年ウィンザ一城にきていたへンリー八世
はアン・ボレーンにペムブロークの侯爵夫人という栄誉と年金 1，000ポンドを
与えている。そのことは劇中にも使われている。










ベリの近くから Rochester(次篇 II参看)まで M2(Motorways自動車高速道
路)が開通している。
カンタベリはいうまでもなくアングリカン，つまり英国国教の総本山 the
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サンスのギョーム Williamof Sensの設計で進められ，内陣が完成したのが
1180年 4月四日であった。工事は更に進められて， 1184年実に 10年の歳
月を費して完成した。この間の記録は当時カンタベリの修道士ジャーヴェー
ズ Gervas巴 (GervasiusDorobornensis. 自 1188)の手で残された。聖堂は






1) Cornelius Tacitus ca. 55~ 115以後。 ローマ第ーの史家。『年代記~ Annalesと
「歴史~ Historiaeの二大著書が有名。
2) Ptolemaios Klaudios (希)， Ptolemaeus Claudius (緩) 丑 127~151。アレキサン
ドリアの数学者，天文学者，地理学者，英語読みでトレエーミィといわれる。
3) The Anglo-Saxon Chronicle 1世紀から 1154年までを OEで記録したイギリス
年代史。9世紀から 12世紀中頃までの問にカンタベリなど各地の修道士の手になった
もの。この国史編纂事業はアノレフレッド大王の命によってなされたものである。
4) Bede， Beda， Baeda とも綴られ， 通常 Venerable(尊者)の名が冠せられる。 ca.
673~735。ベネディクト修道士でジャロー Jarrow (54.59 N 1.29 W。 ニューカース
ノレ Newcastle の東約 11km) の修道院で終生を過した。有名な『英国民教会史~ His-
toria Ecc!esiastica Gentis Anglorum (=Ecclesiastical History of the English 
Nation)を著した。
5) William th巴 Conqueror イングランド国王になる前はノノレマンデイ公ギョーム。
1066年エドワード証信王(餓悔王)Edward the Confessor (r. 1042~66) が死ぬと
イングラント王位継承権を主張して(エドワードの筋違い従兄弟? を理由に)1066 
年 9月28日早暁イングランド南海岸 Sussex州のベヴエンジー Pevenseyに上陸し，
10月14日既に擁立していたノ、ロノレド Harold(Edward the Confessorの義兄弟。
ca. 1022~1066. 10. 140 当時 Wessex主の武将の出でクヌート王の宮廷で実力者と
なっていたゴドウィ γGodwin(e)は自分の娘を Edwardの妃とした。 1066年王が
嗣子もなく没するとゴドウィンは自分の子ハロノレドを即位させた)をへースティング































































プイツドLlewelynap Gru妊ydd(またはLlywelynab Gruffyddo d. 1282)を殺
し，ウェイノレズにもイングランドの州市!度を施行し，各地 (Flint，Rhuddlan， Builth， 

















ュームズ・エドワード JamesFrancis Edward Stuartもこの称号を帯びていた。
7) Plymouth 50.23 N 4.10 W。 デボンシャー Devonshireにある都市で， イギリス
海峡にのぞむ軍港。百年戦争の際フランスへ軍隊を送る要港であった。新大陸発見当
時は重要な役割!を占め， 1577年フランシス・ドレーク SirFrancis Drake (ca. 1540-
1596.1. 280 スベインの無敵艦隊を撃破した英国の提督)はここから世界一周に旅立つ
1':'0 有名なメイフラワー号がアメリカへ旅立ったのはこの港であった。
8) Ludlow 52.22 N 2.43 W。 ウェイノレズに援する州シュロプシャ-Shropshire 




建造され， 1581年増築されて，中世以来長い間国境統監 LordsPresident of the 
Marchesの堂々たる居城であったが 18世紀に廃祉となった。
9) Anne Boleyn アン・プリン AnneBullenともいわれる。 ca.1507-1536. 5. 19。
Sir Thomas Boleynの娘。 へンリ一八世との結婚の正確な日を Holinshedは
‘cannot be ascertained'と記してし、て，諸説があるが， 1533年 1月25日説が多い。
また結婚の場所にも説がある。 York Place (20項参看)とする説，ロンドン塔とする











はマーク・トウェーン MarkTwain の『王子と乞食~ The Prince and the Palψer 
のモデノレとなっている)を三番目の王妃とした。
10) Eton 51.31 N 0.37 W。古名目tun(1156年)0 1207年には既に Etonとなってい




学校の正式名は TheKing's College of Our Lady of Eton Beside Windsorで
ある。
11) Severn シェイクスピアの生地 Stratfordのエイホン)[1Avonをー支流とし， ま
た‘fewwords are best'と歌い，名;fIJを求めず，潔癖な諦観詩人 A.E. Housman 
が歌った川である。
12) Northumbria 名の通り Humberi可の北から現今のスコットランドの低地地方プ















13) Eboracum または Eburacum。 ヨークの町は 150年頃プトレマイオス(1項参看)
(108) 
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によって初めて 'Esop日κoν と誌された。 これがラテン語化されて標記のようになっ
た。 これがアングドサクソン時代になって Evorogとなった。 これは OEeofor 
(=wild， boar)と呼応し，更に語尾に W1C(=dwelling， farm， camp)がついて Eofor司
wic (1053~66) となった。 また Eferwlc(ca. 897)， Euorwic (ca. 1150)の記録も
ある。
14) Petillius Cerialis 別綴 Cerealisで70年頃活躍したローマの将軍。 ローマ皇帝ウ
ェスパシアヌス TitusFlavius Sabinus Vespasianus (9. 11. 9~79. 6. 230 r. 69~79) 
の近親の縁にあって， 61年には既にブリタニアに在った。 71年ブりタニアの知事とな
り，その 3年にわたる在任中に北方のブリガンテス族 Brigantesの討伐を行なった。
15) Chester 当時 Deva。別名 Castra，また DevanaCastraで，これは‘thecamp 
on the river Dee'に由来する。ウェイノレズ語で Caerleon，Caerlleon。ロンドンか
ら北西に鉄道で約 290km， 53.12 N 2.54 W の地点にある。附近で産出する赤い砂岩
の城壁，同じ材で建造されたチェスタ一本寺など， ローマ時代，中世時代の面影を留
める旧い町である。
16) Caerleon 当時 Iscaまたは IscaSilurum。ウェイノレズの Monmouth州にあり，
アスク川に面するため Ca巴r1eon-on-Usk(Uskのラテン名が Isca)とも称され， ニ
ューポート Newportの北東約 5km内陸の 51.37N 2.57 W の地点にある。アーサー
王 KingArthurの宮廷のあったところのーっとして伝えられる。
17)及び 18)1ジュリアス・シーザー』地誌考」参君。
19) Adeste， siquid mihi restat agendum. Becon's Essays， I. Of Death， p. 4， 
Macmillan， 1952. 
20) iIT'ジュリアス・シーザー』地誌考」参看。
21) ヨークには第二次世界大戦前までは中世の教会堂が 21もあった。 また中世の頃には
41もの教会堂を有していた。
22) Edwin ca目 585~633o r. 617 ~6330 Eadwineまたは Eadwinとも綴る。この主の
頃ノーサンプリアは七王国のうち政治的に最も有力で，文化的にも見るべき功績を残
した。それはこの王が 625年ケント王エセノレベノレト Aethelberht(または Ethelbert，
Aedilbercto ca. 552~616) の娘で，また当時のケント壬エアドパノレド Eadbald (ま
たは Aeodbald，Aethelbald， Auduwaldo r. 616~40) の妹である L セノレブソレガ
Aethelburga (または Ethelburga)を妃としたことによる。それはこれより先， 597 
年に教皇グレゴリウ λ一世 (11ジュりアス・シーザー』地誌考」参看)が派遣したベネ
デイクト派修道士アウグスティヌス St.Augustine (Augustine of Canterbury，あ









Oswald (r. ca. 635-642.8.5)を経て，その弟オズウィ玉 Oswy(別綴次の如し。
Osuiu， Oswiu， Oswio， Osguid， Osweus， Oswiuso ca. 612-6700 r. 642-670)の




23) Paulinus 聖人。 664年死亡。 Paulinusof Y orkと称される。グレゴリウス一世の
命により St.アウグスティヌスの布教に助力するため 601年イングランドに渡った 0
625年ヨークの主教に， 633年ロチェスターの主教となった。





25) Thomas Wolsey ca. 1475-1530.11. 290 Ipswich (12項参看)の肉屋の子だといわ
れる。本劇中パッキンガム公がウノレジィのことを‘ThisIpswich fellow's insolence' 
(1. i. 138)， また‘ThisCardinal， Though from an humble stock' (IV. i. 49)と
いっているのはこのことからであろう。オックスフォードの出身。枢密院議員 (1511













年から 1350年にいたる 300年間にフランスでは 80の大聖堂， 500の大教会堂，数万
の教区教会堂を建てたJ(ジャン・ジヤンベノレ)ように天を突くばかりの高い教会堂を
(110) 










家マイヤーノ(またはマヤーノ)Benedetto da Majano (または Maianoo Original 
nameは Benedettodi Leonardo)一一この人は 1442年ブイレンツェで生まれ， 1497 








目の主妃となったキャサリン・ハワード CatherineHoward (Thomas Howard の
姪。 1540.7.28にヘンリー八世と結婚，王によって 1542.2.13にロンドン塔で斬首さ





















27) Guy Fawkes í~マクベス』地誌考」参看。







29) Edward II 1284.4.25-1327.9.210 Prince of Walesの称号を帯びた最初の皇太











官に就き， ボノレトオ高等法院参議を 12年間も勤めたが， 性分に合わずただ憂欝を昂
じ， 神経を弱めるばかりであったので， 彼は 1570年僅か 38歳でその職を辞した。
1571年モンテニューの館に隠棲したが， 1581年， 1583年と二期市長に選ばれた。『随
想録』で有名。
31) Charles Louis de Secondat Baron de la Br色deet de Montesquieu 1689.1. 
18-1755.2.10。 プランスの法学者，啓蒙思想家。『法の精神j]， Wベノレシア人の手紙』
が主著作。




33) St. Ethelbertまたは Aethelberht，Aegelbriht 794年死亡。ヘレフォードの聖堂
(112) 
「へンリー八世」地誌考 (前篇) 113 
の守護神として崇められている。





傍で斬殺された。 1170年 12月29日，火曜日であった。 4人の騎士，それは William
de Tracy， Reginald Fitzurse， Richard le Breton， Hugh de Morvilleの名であっ
た。但し Hughde Morvi1le一人は手を下さなかった。へンリー八世は宗教改革で
僧院解体の時大聖堂内の聖トマスの聖堂を破壊し，聖トマスの遺骨を四散さぜた。彼
の殉教はテニソン (Becket)，T. S.エリオット (Murderin the Cathedral)などに
よって扱われている。ベケットに仕え，ベケットがへンリ一二世と決定的対立に至っ
た 1164年のノーサンプトンの公会議でも彼をなだめ， 更にベケットの死の現場にも
居合せたウィリアム・ブイッツスティーグン (WilliamFitzstephen (1190? 残)は









36) Philip I Philipp巴 I Auguste (Philip Augustus)尊厳主と称される。 1165.8.
























40) Ebbs丑eet または EbbsFleet。 サニット島にある小村。ドーヴァー海峡ベグウェ
ノレ湾 PegwellBayに面し， 1750年頃に早くも開けた summerresortのヲムズギイ









41) Lanfranc ca. 1005~ 1089.5.24。イタリアのバヴイア Pavia(45.12 N 9.09 E)で生
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